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イエス・キリストを信じる信仰は，わたした
ちが主について学び，わたしたちの宗教を
実践するときに強まります。イエス・キリス
トの教義は，わたしたちが信仰を増すこと
ができるよう，主が用意してくださったもの
です。しかし，今

こん

日
にち

において，宗教という
言葉の意味は人によってまちまちです。
宗教という言葉は，神と「再び縛られ

る」あるいは「元のように結ばれる」とい
う意味です。1 わたしたちは次のように自
問するべきです。わたしたちは，神としっ
かり結ばれ，信仰が表れているだろうか。
そうではなく，実は他のものと結ばれてい
るだろうか。例えば，月曜日の朝に，前日
の日曜日に行われたプロスポーツの試合に
ついての会話を耳にしたことがあります。
こうした一部の熱狂的なファンに出会った
とき，彼らの「宗教」が「彼らを結びつけ
ている」その先にあるのは，バウンドする
ボールのようなものだけではないだろうか
と懸念しました。

わたしたちは自らにこう問うべきです。
自分の信仰はどこにあるだろうか。スポー
ツチームだろうか。ブランドだろうか。有
名人だろうか。最強のチームですら負けま
す。有名人もいなくなります。信じる対象
として常に安全な御方は御一方しかおら
れません。それは主イエス・キリストです。
だからこそ信仰を表す必要があるのです。

神は十戒の第一の戒めでこう宣言され
ました。「あなたはわたしのほかに，なに
ものをも神としてはならない。」2 またこう
言われました。「あらゆる思いの中でわた
しを仰ぎ見なさい。疑ってはならない。恐
れてはならない。」3 しかしあまりにも多く
の人々が，平安を求めて銀行残高を，従う
べき模範を求めて同

はら

胞
から

を仰ぎ見ています。
医者，学者，政治家は，信仰の試しに合

うことがよくあります。目標を追求するとき
に，彼らの宗教は表れているでしょうか，
それとも隠れているでしょうか。彼らは神，
あるいは人のどちらに結ばれているでしょ
うか。

何十年も前のこと，わたしはそのような

わたしが一緒に乗っていたからといっ
て，それが果たして彼女の慰めになったか
どうかは分かりませんが，このことは言え
ます。人生における現実の一つは，わたし
たちの信仰は試され，挑戦を受けるという
ことです。こうした試練は，生死に関わる
ような出来事を経験しているときに訪れる
ことがあります。恐怖におののくこの女性
に関して言えば，激しく揺れる飛行機が，
信仰の度合いをまざまざと見せつけられ
る場の一つとなったのです。

わたしたちが，信仰，すなわち山をも動
かす信仰について語るとき，その信仰は
一般的な意味での信仰ではなく，主イエ
ス・キリストを信じる信仰を指します。主
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愛する兄弟姉妹の皆さん，わたし
たちは皆さんに心からの愛と感
謝の思いを伝えたいと思いま

す。皆さんと同じ業に働くことができ感謝
しています。

最近，飛行機に乗ったときのことです。
パイロットが，これから降下する間，乱気
流に突入するので，乗客は全員，シートベ
ルトをしっかり締めるようにとアナウンスし
ました。予告どおり，飛行機は乱気流に見
舞われました。実に激しい揺れでした。
通路を挟んで，何列か後ろの女性が，恐怖
のあまりパニック状態に陥りました。恐ろ
しい落下と突然の揺れのたびに，この女
性は大きな悲鳴を上げました。安心させよ
うとした夫の努力も無駄に終わりました。
そのヒステリックな叫びは，飛行機が乱気
流を抜け，無事に着陸するまで続きまし
た。彼女が不安にさいなまれているとき，
わたしは気の毒に思いました。信仰は恐
怖に対する解毒剤なので，わたしは彼女
の信仰を強めることができたらいいのにと
心の中で祈りました。

後で，乗客が旅客機を離れるとき，この
女性のご主人がわたしに話しかけてきま
した。彼はこう言いました。「妻がお騒が
せしたことをおわびします。彼女を安心さ
せる方法は一つしかありませんでした。そ
れは，『ネルソン長老が同乗しておられる
から，心配する必要はないよ』と教えてや
ることでした。」

信仰を表す
来る日も来る日も，永遠の行く末に向かう道を歩む中，信仰を増し
てください。信仰を宣言してください。信仰を表してください。
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試しに遭ったことがあります。医学の知識
と宗教上の信念を区別しなかったという
理由で，医学部の同僚から激しく非難され
たのです。彼はこの二つを混同しないよ
うにと要求しました。そんなことがわたし
にできるでしょうか。真実は真実です。
真理は分離できませんし，どの部分も無視
することはできないのです。

全ての真理は，化学実験室からであれ，
啓示を通してであれ，神に端を発します。
全ての真理は，イエス・キリストの福音の
一部なのです。4 それなのに，わたしは信
仰を隠すようにと言われたのです。わたし
は同僚の要求に応えませんでした。信仰
が表れるようにしたのです。

どの職業上の取り組みにおいても，精度
についての厳しい基準が求められます。学
者は表現の自由を大切にします。しかし自
分が持っている知識の一部が，人の命令
で，「受け入れ不能」とされるようなことが
あれば，完全な自由は経験できません。

霊的な真理，特に，神の戒めを無視する
ことはできません。神の戒めを守ることに
よって祝福がもたらされます。5 いつもそう
です。神の戒めを破ることによって祝福は
失われます。いつもです。

この世界は問題にあふれています。そ
こに住んでいる人々が不完全だからです。
人々の目的と望みは，自分たちの信仰ある

いはその欠如から大きな影響を受けてい
ます。神よりも他のことを優先する人が大
勢います。現代の生活における宗教の関
連性に疑念を抱く人もいます。あらゆる時
代と同じように今

こん

日
にち

も，宗教を自由に実践
することをあざけり批判する人たちがいま
す。世界中にある多くの問題を宗教のせ
いにする人すらいます。確かに，宗教の名
の下に，様々な残虐行為が行われた時代
がありました。しかし主の汚れのない宗
教を実践すること，すなわちイエス・キリス
トの真の弟子になろうと努力することは，
一つの生き方であり，日々の献身は神の導
きをもたらしてくれます。自らの宗教を実
践するときに，皆さんは信仰を行使してい
ることになります。自らの信仰が表れるよ
うにしているのです。

主は，その子供たちが主を見いだす方
法を学ばねばならないことを御存じでし
た。こう言っておられます。「昇栄……に
至る門は狭……い。そして，それを見いだ
す者が少ない。」6

聖文には，人が進むべき道を見いだし，
その道にとどまるための最良の方法が記
されています。また，聖文の知識はわたし
たちを災いから守ってくれます。例えば，
歴史を通じて，産

さ ん

褥
じょく

熱
ね つ

のような感染症は多
くの母親や赤ちゃんの命を奪いました。
しかし 3,000年以上前に，旧約聖書には，

感染した患者の手当の仕方に関する正しい
原則が記されていました。7 人間が知識を
追求する中で主の言葉に耳を傾けなかっ
たために，多くの人が亡くなったのです。

愛する兄弟姉妹の皆さん，「常に学んで
はいるが，いつになっても真理の知識に達
することができない」8 としたら，わたした
ちの生活には何が欠けているのでしょう
か。わたしたちは聖文を通して偉大な知
識を身につけ，信仰の祈りを通して霊感を
受けることができます。

そうすることで，わたしたちは日々決断
を下すことができます。特に，人の律法が
作られ，強要されるとき，神の律法が常に
わたしたちの標準とならなければなりませ
ん。論争の的となっている問題に対処す
るとき，わたしたちはまず神の導きを求め
るべきなのです。

わたしたちは「すべての聖文を自分た
ちに当てはめて，それが自分たちの利益と
なり，知識となるようにする」べきです。9 

「わたしの私生活」あるいは「わたしの最
良の振る舞い」といった表現で自らを区
別しようとする態度には危険が潜んでい
ます。自らの生活をそのような仕切りで
分けようとする人は，その人の人格の極み
にまで到達すること，その人の中の真の
自分がなり得る全てになることは決して
できないでしょう。
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人々の喝
かっ

采
さい

を得たいという誘惑により，
神の言葉よりも世論を優先することがあり
ます。政治運動や市場戦略は，多くの場
合，世論調査を基に計画を立てます。その
ような調査結果は多くの情報を提供してく
れるからです。しかし，そのような情報は，
神の戒めに対する不従順を正当化するた
めの根拠として用いることはできません。
たとえ「皆がそれを行っている」としても
間違いは決して正しくないのです。たとえ
それが一般的であっても，罪悪，過ち，そ
して暗闇は，決して真理とはなりません。
聖文には次のようにはっきりと警告されて
います。「わざわいなるかな，彼らは悪を
呼んで善といい，善を呼んで悪といい，暗
きを光とし，光を暗しと……する。」10

第一次世界大戦後，かなり挑発的な歌が
はやりました。不道徳を奨励する，その歌
は，5,000万人が気に入っていたら間違いで
はないと豪語しました。しかし，5,000万人
が間違っている，つまりまったく間違って
いるということがあるのです。不道徳は，
神の目には，依然として，不道徳なのです。

そして，この神が，わたしたちの行いと望
みの全てを裁かれる時が来るのです。11

今日の世界に蔓
まん

延
えん

している恐れと不信
仰を，今は幕の向こうに住んでいるわたし
の愛する娘エミリーの信仰，そして勇気と
対比してください。この世を去るとき，彼
女の体は癌

がん

にむしばまれ，ほとんど話すこ
とができませんでした。しかし，顔にほほ
えみを浮かべ，わたしにこう言ったのです。

「お父さん，わたしのことは心配しないで。
大丈夫だって分かっているから。」エミ
リーは，思いが込み上げてくる瞬間，わた
したちが信仰を最も必要としていたあの
瞬間に，鮮やかに信仰を表したのです。

この若くて美しい，5 人の子供の母親
は，天の御父とその計画に，そして彼女の
家族の永遠の幸福に完全な信仰を抱いて
いました。彼女は神としっかり結ばれてい
たのです。彼女は，主と交わした聖約と，
夫と交わした聖約に，非の打ちどころなく
忠実でした。子供たちを愛していました
が，その子供たちとの別れが目前に迫って
いたにもかかわらず，心は平安でした。自

分の未来に，また家族の未来に信仰を抱
いていました。天の御父とその御子に信
仰を抱いていたからです。

1986年に，トーマス・S・モンソン大管
長はこう語っています。「もちろん，恐れ
を感じ，嘲

ちょう

弄
ろう

され，反発に遭うこともある
でしょう。しかし，多数意見に対抗する勇
気，原則を守る勇気を持とうではありませ
んか。勇気は神の承認の笑みをもたらし
ますが，妥協にはそれがありません。……
恐れを抱いていない人は誰もいません。
しかし，〔信仰をもって〕その恐れに立ち
向かう人こそが勇気ある人と言えるので
す。このことを忘れてはなりません。」12

モンソン大管長の助言は，不朽のもので
す。ですから，兄弟姉妹の皆さんにお願
いします。来る日も来る日も，永遠の行く
末に向かう道を歩む中，信仰を増してくだ
さい。信仰を宣言してください。信仰を表
してください。13

皆さんが神にしっかりと結ばれるよう
に，また神の永遠の真理が皆さんの心に
いつまでも刻まれるように祈ります。皆さ
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ことと教会の集会に定期的に出席するこ
との大切さについて，祖母の思いを語った
のです。細かい内容は覚えていませんが，
祖母の言葉はわたしの心を揺り動かしま
した。それから間もなく兄とわたしはバプ
テスマを受けました。

祖母はいつもわたしたちを支えてくれま
した。兄とわたしは教会で話す責任を与
えられるといつも，祖母に電話して助言を
求めました。 2，3日もすると，手書きの原
稿が郵便で届きました。初めは，そのまま
読むだけでよかった原稿が，次第に要点だ
けを書いたものへと変わっていき，自分た
ちの努力がもっと必要になりました。

祖母は適度な勇気と敬意を示しながら
父に働きかけ，わたしたちが教会の集会に
出られるように車に乗せて行くことが重要
だと，父が気づくように助けてくれました。
わたしたちが生活の中で福音が必要だと
感じるように，いつもふさわしい方法で助
けてくれたのです。

何より重要なことは，祖母がわたしたち
を愛していることと福音を大切にしている
ことをわたしたちが知っていたということ
です。祖母はすばらしい模範でした。わ
たしがまだ幼い頃に祖母が伝えてくれた
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福音を分かち合う義務について考
えると，わたしに思いやりある
影響を与えてくれた，愛する人々

のことが思い浮かびます。彼らのおかげ
で，霊的成長を促す，神から示された道を
見いだすことができたのです。人生の重
要な節目に，天の御父の祝福により，わた
しを深く愛し，わたしが適切な道を選択
できるよう導いてくれた人々に出会いまし
た。そのような人々は救い主の次の言葉
に従ったのです。「わたしがあなたがた
にしたとおりに，あなたがたもするように，
わたしは手本を示したのだ。」1

わたしが子供の頃，父は教会員ではな
く，母はあまり活発な会員ではありません
でした。わたしたちはワシントンD.C. に,
　母の両親は約4,000キロ離れたワシント
ン州に住んでいました。わたしが 8 歳の
誕生日を迎えた数か月後，祖母のホイット
ルが大陸を横断してわたしたちを訪ねて
来ました。わたしも兄もバプテスマを受け
ていないことを気にかけていたのです。
そのことについて両親に何と言ったのかは
分かりませんが，はっきりと覚えているこ
とがあります。祖母はある朝，兄とわたし
を公園に連れて行き，バプテスマを受ける

「わたしは手本を
示したのだ」
これまで地上に存在した最も偉大な模範は，わたしたちの救い主
イエス・キリストです。……主の完全な模範に従うよう，主はわた
したちを招いておられます。

んの生涯を通じて，皆さんが自らの信仰を
表すことができるように祈ります。イエス・
キリストの御

み

名
な

により，アーメン。■
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